
















チューブ継手／アダプター継手　65

溶接継手
Swagelok チューブ継手の溶接エンドを溶接する際の注意事項

1. ナットおよびフェルールを取り外します。

2. Swagelok チューブ継手のプラグまたは別のナットを継手にね
じ込み、 指締めします。これでねじおよびシール部品が保護さ
れます。

3. 熱を逃がすための適切なヒート・シンクを準備します。

4. 所定の位置に継手を固定し、コンポーネントのアライメント
（位置合わせ） および同心を保つように、90°間隔で 4カ所に
タック溶接 （仮溶接） を行います。

5. 本溶接を行います。

6. 溶接後は、プラグまたはナットを取り外し、ナットおよびフェ
ルールを交換します。

�注意：炭素鋼製継手を溶接する際に、溶接時の熱によって
ねじ部の保護用油が取り除かれてしまう場合がありますの
で、ねじ部には、 Goop® （グープ） などのねじ潤滑剤を再度
塗布してください。

ポジショナブル・エルボー／ポジショナブル・ティー

 1.  金属製バックアップ・ワッシャーが継手の面に接触するまで、ボジショナブル・エン
ドをめす継手にねじ込みます。

 2.  Swagelokチューブ継手エンドが正しい方向に向くまで、めす継手から抜き出すよう
に、ボジショナブル・エンドをまわします（1回転以内）。

 3.  継手ボディを固定し、金属製バックアップ・ワッシャーが継手の面に接触するまで
ロック・ナットを締め付けます。

取り付け方法

挿入深さマーキング・ツール（DMT）
図 2図 1  1.  きれいに切断して完全にバリ取りを

行ったチューブを、挿入深さマーキン
グ・ツール（DMT）の肩に当たるまで
差し込みます。ペンや鉛筆を使用し
て、DMTの一番上のところでチュー
ブに目印を付けます（図 1）。

 2.  チューブを DMTから取り外し、継手
ボディの肩に当たるまで差し込みま
す（図 2）。ナットを指締めします。

   チューブに付けた目印が継手ナット
の上方に見える場合は、チューブは
継手の中に完全には差し込まれてい
ません。

 3.  継手ボディを固定し、63ページの
Swagelokチューブ継手の取り付け
方法の項に従って取り付けます。

ロック・ナット バックアップ・
ワッシャー

1 インチ、25 mm以下のサイズの場合

 1.  チューブ・アダプターの反対側のエン
ドを取り付けます（図 1）。

 2.  チューブ・アダプターを Swagelok

チューブ継手に差し込みます。チュー
ブ・アダプターが継手ボディの肩に確
実に当たるのを確かめ、ナットを指締
めします（図 2）。 

 3.  ナットに時計でいう 6時の位置に目
印を付けます。

 4.  継手ボディを固定し、ナットを
1 1/4回転まわします。ちょうど目印
がもとの 6時の位置から 1回転した
後、さらに 9時の位置までまわるこ
とになります。

   サ イ ズ が 1/16 イ ン チ、1/8 イ ン チ、
3/16 イ ン チ、2 mm、3 mm、4 mm の
Swagelokチューブ継手の場合は、3/4回
転まわしてください。ちょうど目印が
3時の位置に来ることになります。

1 インチ、25 mmを超えるサイズの場合

サイズが 1 インチ、25 mm を超える
Swagelok チューブ・アダプターには、ナッ
トおよび予備締めされたフェルールが付
いています。

63 ペ ー ジ の Swagelok チ ュ ー ブ継手
（1 インチ、25 mmを超えるサイズの場合）
の取り付け方法の項の手順 2～ 5に従っ
て、取り付けを行います。

Swagelokギャップ検査ゲージは、エン
ド・コネクションが 1 インチ、25 mm

を超える予備締めされたチューブ・ア
ダプターの場合には使用しないでくだ
さい。 

再取り付け方法

63ページの Swagelokチューブ継手の再
取り付け方法の項をご参照ください。

装置の管用めねじポート

図 1

図 2

チューブ・アダプター
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ご注意：他社部品との混用や互換は絶対に行わないでください。

安全な製品の選定について
安全にトラブルなく機能するよう、システム全体の設計を考慮
して、製品をご選定ください。機能、材質の適合性、数値データ
などを考慮し製品を選定すること、また、適切な取り付け、操作
およびメンテナンスを行うのは、システム設計者およびユーザー
の責任ですので、十分にご注意ください。

この日本語版製品カタログは、英語版製品カタログの内容を忠
実に反映することを目的に、製作いたしました。日本語版の内容
に英語版との相違が生じないよう、細心の注意を払っておりま
すが、万が一相違が生じてしまった場合には、英語版の内容が
優先されますので、ご留意ください。

チューブ製品
スウェージロックでは、各種
チューブ製品をご用意してい
ます。 

詳細につきましては、スウェー
ジロック指定販売会社まで
お問い合わせください。

チューブ用ツール／
アクセサリー
チューブ・ベンダー、チューブの前
処理用ツール、チューブ・サポートの
詳細につきましては、製品カタログ
『Swagelokチューブ用ツール／アク
セサリー』（MS-01-179）をご参照くだ
さい。 

漏れ検出液／潤滑剤／シール剤
漏れ検出液、潤滑剤、シール剤の詳細に
つきましては、製品カタログ『Swagelok

漏れ検出液／潤滑剤／シール剤』（MS-01-

91）をご参照ください。

製品保証
Swagelok製品には、Swagelokリミティッド・ライフタイム保
証が付いています。詳細につきましては、www.swagelok.co.jp

にアクセスいただくか、スウェージロック指定販売会社までお
問い合わせください。

製品カタログの内容変更あるいは改訂の際は、印刷版カタロ
グに先駆けて電子版カタログを更新し、ウェブサイト上で提
供させていただく場合がございますので、ご了承ください。
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1. Swagelok ナットおよびフェルールを
予備締め付けツールにセットします。

2. 接続するチューブを予備締め付けツー
ルに差し込みます。

3. チューブが予備締め付けツール本体の
肩に確実に当たるのを確かめ、 ナット
を指締めします。

4. ナットに時計でいう 6時の位置に目印
を付けます。

5. 予備締め付けツールを固定し、 ナット
を 1  1/4回転まわします。ちょうど目
印がもとの 6時の位置から 1回転した
後、 さらに 9時の位置までまわること
になります（図 1）。

 サイズが1/16 インチ、1/8 インチ、3/16 インチ、
  2 mm、 3 mm、 4 mmの Swagelok チューブ
継手の場合は、 3/4回転まわしてください。
ちょうど目印が 3時の位置に来ることにな
ります。

6. ナットを緩めます。

7. チューブ （フェルールが予備締めされ
た状態） を予備締め付けツールから取
り外します。チューブが予備締め付け
ツールから抜けない場合は、 チューブ
を軽く前後に振り動かしながら取り外
します。チューブを回転させないでく
ださい （図 2）。

8. チューブに締め付けられているフロン
ト・フェルールが、継手ボディのシー
ト面に密着するようにチューブを差し
込みます。

9. 継手ボディを固定し、 手ごたえが感じら
れるまでレンチでナットをまわします。

10. ナットをごくわずか増し締めします
 （図 3）。

�  Swagelokギャップ検査ゲージは、 予備締め
付けツールを使用して取り付けた継手には
使用しないでください。

予備締め付けツール

取り付け方法


